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調査の概要

●調査の目的及び意義
私立大学、短期大学が教育活動の基盤環境として備え

るべき情報環境の整備充実を促進するため、情報環境の

整備状況及び将来計画について振り返り、改善に向けて

取り組むべき課題を整理することを目的とした調査。

●調査対象
本協会加盟の私立大学・短期大学の関係部局

●調査の内容
Ⅰ．全学的な教学マネジメントに向けた情報通信技術

（ICT）利活用の点検

１．全学的に教育課程の体系性を可視化するICTの利活用

２．教育活動に関する危機意識を学内で共有する情報

の掲載

３．教員の授業や学修指導を自己点検・評価するティ

ーチング・ポートフォリオの導入

４．ICTを利活用した教員相互によるシラバス点検へ

の取組み

Ⅱ．教育の質的転換を目指した教育・学修支援環境の点検

１．学修支援システム（ＬＭＳ）の導入

２．ｅラーニングの実施

３．クリッカー等による理解度把握の実施

４．多機能携帯端末を用いた授業への取組み

５．学生の学修活動をサポートするｅポートフォリオ

（学修ポートフォリオ）の導入

６．学生カルテの導入

７．ICTを利活用した地域社会や産業界との大学連携、

国内外大学との連携

８．コンテンツ・アーカイブ化の整備

９．大規模公開オンライン講座（ＭＯＯＣ等）の利用・

配信

10．教育・学修支援体制の構築状況と支援内容

11．アクティブ・ラーニングを支援するファシリテータ

の導入

Ⅲ．ＦＤ支援の点検

１．ICTを用いた教育改善計画の作成・提出を促進する

取組み

２．アクティブ・ラーニングを推進・普及するための

取組み

３．ｅポートフォリオ（学修ポートフォリオ）の利活

用に関する研修

４．ＦＤ支援体制の構築状況

Ⅳ．情報環境として備えるべき施設・設備、セキュリティ

の点検

１．学内ＬＡＮ整備の課題

２．ネットワーク高速化への対応

３．コンピュータ等の整備

４．教育・研究への学外クラウドの利用

５．教室のマルチメディア化

６．ラーニング・コモンズの整備

７．情報セキュリティに対する関心度

８．情報セキュリティ対策

Ⅴ．大学機関としての活動を調査・分析し、改善提案する　　

ＩＲ取組みの点検

１．教育活動及び経営活動の実態を整理・統合・分析

するＩＲシステムの導入

２．ＩＲ組織の体制と課題

Ⅵ．教育情報公表に関する可視化の点検

１．外部に分かりやすい教育情報公表の工夫

２．外部からの質問・意見への対応

３．教育情報公表の構築体制

●調査の実施
１．実施時期　　平成26年12月

２．回答締切り　平成27年２月

●回答状況
１．調査対象　　247大学、80短期大学

２．回答校数　　225大学、55短期大学

３．回答率　　　大学88％、短期大学69％

私立大学情報環境白書 （抜粋）

１．解析編
平成26年度私立大学情報環境基本調査集計解析結果

２．特色ある事例の紹介
・全学的な教学マネジメントに向けた情報通信技術

(ICT )利活用

・ファシリテータ導入の取組み

・ｅラーニングと対面学修を組み合わせた反転学修

・学生の学修活動をサポートするｅポートフォリオの導入

・情報通信技術（ICT）を活用した学外連携

・ＦＤ支援体制の構築状況と支援体制

私立大学情報環境白書（平成26年度版）

公益社団法人私立大学情報教育協会　基本調査委員会

平成27年5月29日

「１．解析編」の本文に「CD-ROMを参照」や「基礎集計表を参照」と書かれている箇所が複数ありますが、本誌に

はそれらを添付していませんのでご了承下さい。
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１.解析編
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２.特色ある事例の紹介

金沢工業大学
シラバス作成は、全てWebシステム「学習支援計画書登録システム」にて行っている。その上で、シラ

バスが学習目的に沿って作成されているかを点検するために、教員相互による確認・点検が図れるシステ

ムを導入しており、最終的に各教育課程及び学系の主任が確認と承認をシステム上で行った後に学生へ公

開される。

同志社大学
同志社大学良心館ラーニング・コモンズのアカデミックサポートエリアにおいて、教員（アカデミック・イン

ストラクター）や大学院生のラーニング・アシスタント（LA）が、「学習相談」、独自の「アカデミックス

キルセミナー」および各学部からの依頼に応じる「出張アカデミックスキルセミナー」を行っている。

早稲田大学
原価計算論の授業において、事前学修用のビデオを制作し、理論と基礎的な知識を事前学修させ、授業

では演習問題を中心にした反転授業を実施している。このことにより、授業中にスマートフォン版クリッ

カーを用いた学生の理解度把握ができるようになるなど、大人数教室での対話型・双方向型の授業の実践

という、授業改善と効率化が図れている。

大阪女学院大学
学生が携帯するタブレット端末(iPad)とクラウドを連携させながら、学生は設定した目標を「eポートフ

ォリオ大阪女学院ライフ（以下OJL）」に記録し、達成度、課題を振り返るとともにアドバイザー、助言者

と共有して助言を得る。音声・映像を含む大容量の学修成果物をクラウドに保存することで、自分の歩み

をライフログとして常時振り返り共有することが可能となった。

神戸学院大学

日本大学

神戸学院大学は、東北福祉大学（Ｔ）、工学院大学（Ｋ）、神戸学院大学（Ｋ）が連携し、それぞれの大

学の特色、強みを活かしつつ、文系と理系の融合による高度な研究・教育活動の展開を通じて社会に貢献

することを目的とする「ＴＫＫ３大学連携プロジェクト」を実施している。

日本大学のＦＤ推進センター（全学ＦＤ委員会）では、「よい授業とは？」をテーマとして、学生が企

画・運営したＦＤ活動に教職員も参加してワールドカフェ形式でミーティングを行い、全ての学部等から

の参加者が同じ目線で自由に話し合う学生参画型ＦＤ活動の展開を掲げ、全学的なＦＤ活動を推進すると

ともに、各学部等単位でのＦＤ活動を支援している。

全学的な教学マネジメントに向けた情報通信技術（ICT）利活用
ＩＣＴを利活用した教員相互によるシラバス点検への取組み

ファシリテータ導入の取組み
ラーニング・コモンズでの学生の学習相談

eラーニングと対面学修を組み合わせた反転学修
オンデマンドを活用した「反転授業」で大人数での対話型・双方向授業を可能に

学生の学修活動をサポートするeポートフォリオの導入
eポートフォリオ大阪女学院ライフ

情報通信技術（ICT）を活用した学外連携
ＴＫＫ３大学連携プロジェクト

FD支援体制の構築状況と支援体制
教育の質的向上を図るための学生参画型ＦＤ活動
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